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深い学びを実現し，グローバルコンピテンシーの育成を図る授業開発 

－高等学校地理歴史科地理Ａの授業単元「地図と地理情報システム」の場合－ 

 

見島 泰司 

 

 本研究は，主体的・対話的な深い学びを通して，グローバルコンピテンシーの育成を図る授業について

の考察である。深い学びを実現するためには，ある地理的事象を思考し他の事例に応用可能な概念的知識

を習得させること（内容面）と，習得した知識を使って判断したり表現したりすること（方法面）の両面

からのアプローチが必要となる。そこで，来年度から始まる地理総合の柱にもなる「ＧＩＳ（地理情報シ

ステム）」をテーマに，世界の様々な統計が示されたカルトグラム（変形地図）を用い，その地図と資料

集や地図帳に掲載された統計地図を見比べることでグローバルな課題について分析し，その背景や特性を

考察する授業を開発し，実践を試みた。授業の構成や様子，この授業によって生徒たちの思考がどのよう

に深まったのか，生徒たちのグローバルコンピテンシーが育成できたのか，その成果と課題を示す。 

 

 

１．はじめに 

 令和２年度より当校はＷＷＬコンソーシアム構築の拠

点校として研究開発を進めている。その目標として「グ

ローバルな社会課題としてＳＤＧｓをテーマとし，～（中

略）～ディスカッションを通して解決する経験をもとに，

地域に根ざしたグローカルな視点からのイノベーション

を生み出して世界に貢献するグローバルリーダーを育成

することを目指す。」ことを掲げている。高等学校地理

歴史科地理Ａの授業においても，生徒一人ひとりがグロ

ーバルリーダーの素養をもつべく，グローバルコンピテ

ンシーを育成する授業単元の開発を試み，実践をおこな

う必要性があると考えた。 
 また，来年度からは，必履修科目である「地理総合」

が始まる。「地理総合」は，「ＧＩＳ」･「国際理解と国

際協力」･「持続可能な地域づくり」の３つの柱で構成さ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

れており，今回は「ＧＩＳ」をテーマに扱うこととした。

「ＧＩＳ」とは「地図化された情報を用いて，地図をど

のように読み解いていくのか」を学ぶ単元であり，その

後の単元を学んでいくための基礎的な知識・技能となる。

以下，実践した授業について，具体的に示していく。 
 

２．授業単元「地図と地理情報システム」の

構成と実践について 

 本章では，高等学校地理歴史科地理Ａの授業として開

発した単元「地図と地理情報システム」のうち，３～５

時限目にあたる「ＧＩＳを活用して，地域の課題を分析

・考察する授業 ～カルトグラムから，グローバルな課

題を分析し，その背景や特性を考察する～」を主題した

授業について，指導案を作成した。その指導案について

下の表に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等学校地理歴史科 地理Ａ 学習指導案 

 

１．単元  地図と地理情報システム 

 

２．単元のねらい 

  2022 年度より，高等学校の必履修科目である「地理総合」が始まる。「地理総合」は大きく「地図や地理情

報システムで捉える現代世界」･「国際理解と国際協力」･「持続可能な地域づくり」の三部で構成されており，

「地図と地理情報システム」を最初に学ぶ単元としている。これは，「地図とＧＩＳ」で習得した地理的技能

を，その後の地理学習に活かすという意味合いを含んでいる。 そこで授業者は，地図と地理情報システムに関

する基本的な学習内容に加え，修得した地理的技能を活用する発展的な内容の授業を加えた単元を設定した。 

 

３．単元計画  「地図と地理情報システム」（全５時） 

  （１）地球儀と地図・・・・・・・・・・・（１時間） 

  （２）統計地図の種類と利用・・・・・・・（１時間） 

  （３）地理情報システムの特色と活用・・・（３時間） ※本時 
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４．単元の評価規準 

 ①知識・技能 

  ａ)日常生活の中でみられる様々な地図の読図などをもとに，地図や地理情報システムの役割や有用性などに

ついて理解している。 

  ｂ)地図や地理情報システムを用いて，その情報を収集し，読み取り，まとめる基礎的・基本的な技能を身に

つけている。 

 ②思考・判断・表現 

  ・地図や地理情報システムについて，位置や範囲，縮尺などに着目して，目的や用途，内容，適切な活用の

仕方などを多面的・多角的に考察し，表現している。 

 ③主体的に学習に取り組む態度 

  ・地図や地理情報システムを活用して，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究す

るため，他者との協働の中で意欲的に学習している。 

 

５．授業の主題   ＧＩＳを活用して，地域の課題を分析・考察する授業 

  ～カルトグラムから，グローバルな課題を分析し，その背景や特性を考察する～ 

地理情報システムの活用として，デジタル上のカルトグラム（変形地図）を閲覧できるサイト『World Mapper』

より統計地図を選び，その地図から見出すことのできるグローバルな課題を，位置・分布，場所，地人相関，

空間的相互依存作用，地域といった５つの概念を用いて分析・考察し，地理的見方・考え方を深めることを目

的とした。また，学習方法として，グループワークやプレゼンテーションといった協働的な学びを取り入れて

いる。 

 

６．授業展開過程（３時間） 

時間 主な発問・指示・作業 学習活動 評価 

０分 

 
 

２ 

 

 
 

20 

 

 

 

 

 

 
 

75 

 
 

115 

 

 
 

145 

◎ＧＩＳを活用して，地域の課題を分析し，

考察しよう。 
 

〇ＧＩＳとは何か，ＧＩＳはどのような場面

で活用されているのか。 

 
 

〇カルトグラムから，グローバルな課題を分

析し，その背景や特性を考察しよう。 

●グループ① Economy(経済)について 

●グループ② Education(教育)について 

●グループ③ Environment(環境)について 

●グループ④ Resources(資源)について 

●グループ⑤ Society(社会)について 
 

〇調べたことをグループ内で発表しよう。 

 ※質疑応答を含め，一人５分の発表 
 

〇グループメンバーを入れ替えて，ほかのテ

ーマに関するプレゼンを聞こう。 

※質疑応答を含め，一人５分の発表 
 

まとめ 

◎ＧＩＳを活用して，地域の課題を分析し，

考察したことをまとめよう。 

（本時のテーマの提示） 

 
 

・ＧＩＳとは，デジタル地図に様々な地理情報

が重ね合わせられている技術のことであり，

日常の様々な場面で活用されている。 
 

・『World Mapper』のウェブサイトよりカルト

グラムを一つ選び，資料集・地図帳・インター

ネット・文献資料を用いて，分析・考察をおこ

なう。 

・生徒を４つのグループに分け，それぞれ異な

るテーマのカルトグラムの調査をおこなう。 

・調べたことをワークシートにまとめる。 
 

・グループ内で発表をおこない，メンバーから

の意見をもとに，ワークシートを修正する。 
 

・ジグソー法によるメンバーの入れ替えをおこ

ない，それぞれ別のテーマの調査を聞く。聞い

たことをワークシートにまとめる。 
 

 

・今回の授業（調査・発表）で考えたことをまと

める。 

 

 
 

①-a 

 

 
 

①-ｂ 

② 

 

 

 

 

 
 

② 

③ 
 

② 

③ 

 

 
 

② 
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 指導案にあるように，導入としてＧＩＳが何なのかを

提示し，ＧＩＳの一例として「カルトグラム」の読み取

りをおこなう。「カルトグラム」とは変形地図のことで

あり，地域の統計データにもとづいて地図を変形させ，

大きさの違いで表現した地図である。ミシガン大学とシ

ェフィールド大学が共同で研究して作成したカルトグラ

ムを，『World Mapper』のサイトより閲覧することがで

きる。図１は二酸化炭素排出量の地図を例に示したもの

である。生徒にとっても，視覚的にとらえやすい統計地

図となっている。 

 

図１ 二酸化炭素排出量のカルトグラム 

（先進国や中国，インドが拡大されている） 

 『World Mapper』のサイトには多くのジャンルがある

が，その中から「Economy」･「Education」･「Environment」

･「Resources」･「Society」の５つに絞って，カルトグ

ラムを選択させた。この５つは，その後に学習する「国

際理解と国際協力」と「持続可能な地域づくり」にも関

連してくるジャンルであり，今回の学びを今後につなげ

ていく意味合いも持たせている。選んだ地図から，①ど

のような国の面積が拡大されているのか？ ②面積が拡

大されている国々に共通することは何か？ ③なぜ，その

ような分布になったのか？ ④調査したカルトグラムか

ら，どのようなグローバルな問題を見出すことができる

か？ ⑤その問題を，人間と自然環境の相互便益のため，

どう対処すべきか？（国際的な会議で発表する機会があ

れば，どんな提案をしたいか？）の５つの項目を，生徒

それぞれが調べ，分析し，ワークシートにまとめた。実

際に生徒がまとめたワークシートを，図２に示した。 

①～⑤の問いかけの中でも，特に意識させたのが③の

項目である。選んだ地図を，資料集や地図帳に掲載され

ている様々な図や表と比較して，そこからどのような因

果関係が考えられるのか，どのような背景を読み取るこ

とができるのか，詳しく調査し書くようにさせた。この

作業を深く掘り下げることで，「ＡであるゆえにＢ」と

いう概念的な知識を習得し，地理的見方考え方を深める

ことが可能になる。今回の授業実践では，この部分につ

いて重視した。解決策を具体化する内容は，今後の単元

で，実践を進めていくことを予定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 生徒が作成したワークシート① 

 生徒が，カルトグラムを，どのような資料と掛け合わ

せたのか，資料１に示した。的外れな資料を探すのでは

なく，カルトグラムに何らかの関係のある資料を探し出

していることが窺える。同じカルトグラムでも，違う資

料を掛け合わせることで，異なる要因や背景を導き出す

ことができる。そして，調査した内容を，同じジャンル

のグループ内で発表し合い，他者からの意見を取り入れ

て，ワークシートの記述内容の修正をおこなった。 

資料１ 生徒のワークシートより その１ 

 

①カルトグラム × 資料集 or 地図帳の図 

【Economy】 

・Child Labor（児童労働） 

 × 資料集「世界の経済格差」と「食糧需給の偏り」 

・Child Labor（児童労働） 

 × 資料集「世界の人口増加率」 
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・Youth Unemployment 2015（若者の失業） 

 × 地図帳「世界の人口増加率」 

【Education】 

・Illiterrate Adults（読み書きできない大人） 

 × 地図帳「一人当たりの国民総所得」 

・Illiterrate Adults（読み書きできない大人） 

 × 資料集「世界の人口分布」 

・No Primary Education（初等教育なし） 

 × 資料集「肉類の消費」 

【Environment】 

・Animal Species Extinct（絶滅の危険がある生物） 

 × 地図帳「おもな環境問題」 

・Carbon Dioxide Emissions Decline 1990-2015（二酸化炭素削減量） 

 × 地図帳「おもな国の電力源」 

・Organic Agriculture Decline 2005-2015（有機農業の減少） 

 × 資料集「気候と植生・土壌の関係」 

【Resources】 

・Hydroelectric Power（水力発電） 

 × 地図帳「世界の水資源」 

・Ecological Footprint of Consumption（消費の生態学的フットプリント） 

 × 地図帳「ＧＮＩ」 ※フットプリント＝環境にかける負荷 

・Nuclear Power（原子力発電） 

 × 資料集「おもな国の原子力発電所の設備容量の推移」 

【Society】 

・Expenditure for Patients with Diabetes（糖尿病患者に対する支出） 

 × 資料集「国民総所得」 

・Refugee Origins 2018（難民の起源） 

 × 地図帳「言語・紛争，宗教」 

 自らが見出したグローバルな問題の解決が，ＳＤＧｓ

の何につながっていくのか，も意識させた。調査の最後

に，今回の分析・考察を通しての感想や自己評価をおこ

なった。その内容を資料２に示す。 

資料２ 生徒のワークシートより その２ 

 

②分析・考察をしての感想 

・地図を見ればひとめで関連性が分かり，アプローチ

しやすかった。 

・グローバルな問題を見出すのが，特にカルトグラム

一つからでは難しいと思った。 

・民族問題は非常に複雑で簡単に対処できないと再確

認できた。オーストラリアは，どのように多民族社

会を実現したのだろうか。 

・カルトグラムと他の資料を比較してみると，問題が

見えてきやすいように感じた。 

・なんとなく予想できる結果だったが，その背景につ

いて考えたことが無かったので，今回初めて背景を

考えることで，深くまで考えることができた。 

・文字の読み書きと所得という教育とお金の相関関係

を再認識した。これはグローバルな問題ではある

が，ローカルな問題（今の日本）にも当てはまると

思った。 

・識字率に男女差がある国もあり，その国の特徴が表

れていた。 

・Economy と分類されているが，実は Education や

Society の分野ともつながっていることを実感し，

ＳＤＧｓの目標は実は全部つながっているような

気がした。 

・近年，中国の経済発展が著しく進んでいるのに，読

み書きができない大人が多いことから，貧富の差が

大きいことが読み取れて驚いた。世界各地の共通点

とグローバルな問題とのつながりを考えることが

できた。 

・ロシアや中国など CO2 排出量が多い国が削減できて

いることに気づいて驚いたが，その分，日本やアメ

リカの削減の取り組みが不十分であることが明瞭

になった。 

・元の形が推測できないくらい変形した世界地図がた

くさんあり，それだけ数値に偏りがあることが分か

った。教育はカルトグラムで視覚化することで問題

を可視化しやすくなり，よい表示方法だと思った。 

・普段のイメージや数値での情報では分かりづらい現

実が，カルトグラムによって視覚的に分かりやすく

捉えられて面白かった。 

・カルトグラムからグローバルな問題へと発展させる

のが難しかった。 

・自分の考えがあっているのか分からないので，もや

もやしたままで終わってしまった…。 

 多くの生徒が，「カルトグラムを他の資料と比較する

ことで，問題や背景を深く考えることができた」といっ

た感想を述べている。また，「カルトグラムからグロー

バルな問題へと発展させるのが難しい」や「もやもやし

たままで終わってしまった…」などの感想も大歓迎であ

り，むしろこれから学んで（理解や解決して）いく内容

への関心や意欲が深まっただろうと思われる。 

 次の展開として，それぞれ５つのジャンルに分かれて

調査・分析した生徒が，別のジャンルの人たちのグルー

プになるように入れ替わり，他のジャンルのカルトグラ

ムについての発表を聞くようにした。ジグソー法によっ

て，１つのグループを「Economy」･「Education」･

「Environment」･「Resources」･「Society」の一人ずつ

５人編成とし，自分が調査しなかったジャンルのカルト

グラムについて，お互いの発表を聞き合うことで，知識

を広げる時間とした。発表後は，質疑応答の時間を取っ

たので，生徒たちは様々な視点からの示唆を得ていた。 
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 写真１・２は生徒の発表のようすである。学校が用意

したｉＰａｄを手に，『World Mapper』のサイトからカ

ルトグラムを提示し，説明をしている。また，地図帳や

資料集を開きながら，メンバーが一緒に要因や背景を考

察している様子も窺うことができた。 

写真１ 生徒の発表のようす その１ 

 
 写真２のように，短焦点型プロジェクターとホワイト

ボードシートを使って，机上に映像を映し出し，マーカ

ーで気付いたことを書き込みながら発表するグループも

あった。協同的な学びを支援する様々な機材を，有効的

に活用できるよう準備した。 

写真２ 生徒の発表のようす その２ 

 
 生徒が，それぞれの発表を聞いて，内容をまとめるワ

ークシートを作成した。生徒が実際に書き込んだワーク

シートを図３に示した。お互いの発表の中から学んだこ

とや気づいたことなどを書き記した。自身が調査・分析

しなかった内容についても，他者の発表を聞くことで理

解することができ，先の「国際理解と国際協力」･「持続

可能な地域づくり」の単元を学ぶ際に，より広く，より

深く学習するための基礎的知識や関心・意欲をもった状

態で授業に取り組むことができると考えている。生徒の

授業３時間の調査・分析・考察・報告の感想を資料３に

示した。資料の読み取りを的確にできたこと，多面的多

角的に分析できたこと，論理的に要因や背景を考察した

こと，効果的に発表ができたこと，など，私がこの授業

で意図したことが実現できたと考えている。 

 

図３ 生徒が作成したワークシート② 

資料３ 生徒のワークシートより その３ 

 

③グループワークをしての感想 

・様々な地図から問題が出てきて面白かった。Economy

と Education は違う地図を見たにも関わらず，同じ

ような共通点があった。 

・ＳＤＧｓも共通している部分が多く，問題はどこか

でつながっているような気がしました。 

・自分が知らなかった問題についてたくさん知れて面

白かった。分かりやすく，論理的に発表を組み立て

るのは大変だったが，工夫できた。自分の班は違う

分野でも似ているテーマで，関連付けて考えが広が

ったように思う。 

・たくさんの地図とカルトグラムを比較していて分か

りやすかった。今回，私の班は先進国が拡大されて

いる例が多かった。ＳＤＧｓを結び付けて解決策を

出せてよかったと思う。 

・Environment を調べた人がいろいろなデータを用い

て，例外はなぜ例外なのかを説明してくれて面白か

った。 

・一見関連のなさそうな資料でも見比べることで新た

な問題が出てきて驚いた。 

・色々なテーマについて国ごとに面積を変えるとそれ

ぞれの国の特徴や問題点が顕著に表れて面白かっ

た。他の人の発表を聞くのが楽しかった。 

・聞いて，質問されて，新たな気づきを知ったので，

より調べたいと思えた。 
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・カルトグラムは絶対値を示しており，拡大されてい

るからという理由で結論を出すのが必ずしも正し

くない場合もあり，他の統計と比べるのは大切だ。 

・他の人の発表から，今までの国際問題のイメージと

は少し異なる現状も分かった。 

・一見関連性が見いだせないことがらも，カルトグラ

ムで比較すると思わぬ共通点が見つかった。 

・先進国と発展途上国との格差を，様々な視点から指

摘していた。特に経済・教育・技術といった重要な

分野への支援が必要だと思った。 

・グループのほかの分野の人と，一つのものを作り上

げて，さらに視点が変えられた。 

・自分は調べる時に分野の中で資料を集めていたが，

他の分野と関連付けることでより多面的な考察が

できている人もいて，興味深かった。 

・班員の着眼点が面白かった。亡命者および難民は日

本では 42 人しか受けいれられていないのはびっく

りした。国際間の不平等は争いを生む可能性がある

ので，早く解決したい。 

 授業の最後（終結）に，私から，この授業についてま

とめをおこなった。カルトグラムを活用することで，グ

ローバルな課題の発見や，その問題の解決策を導き出す

手がかりとなることを伝え，まとめにかえた。また，こ

うした地図を読み取っていくことができる力は，地理を

学び国際社会で生きていく上で必要なグローバルコンピ

テンシーであると伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ Google Classroomの活用と授業スライド 

 この授業のまとめをおこなう際に，授業者は Google 

Classroom を活用し，スライドを提示したので，図４に

示した。Classroom は，いつでもどこでも学習内容を見

ることができるので，他の単元の学習の時に振り返りを

させ，この授業での学びをつなげることを意識させた。 

 

３．おわりに 

 本授業は，令和３年度の当校教育研究会の公開授業で

実践をおこなった。当日は，広島大学大学院人間社会科

学研究科教授の棚橋健治先生にお越しいただき，ご講評

をいただいた。棚橋先生からは「とても知的興奮を覚え

る面白い授業を見せていただきました。作業のための作

業ではなく，本当に生徒達が考えていました。」と評価

をいただいた。深い学びを内容・方法の両面から実現し，

グローバルコンピテンシーを育成する授業を実践できた

と考えている。 

 一方，カルトグラムと資料集などの統計地図とを比べ

ても，関連付けができない国々を分析することで，異な

る背景や要因をも見出させるなどの展開も考えられた。

今後の課題としていきたい。 
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